
T 戦略的創造 事業における 研究成果の質の 評 

0 佐 々  正 。 吉田秀紀，今井義治。 篠原譲司，北澤宏一 ( 科学技術振興機構 ) 

( 独 ) 科学技術振興 こおいて、 戦略的創造研究推進事業は、 運営費交付金による 事業余 

半は 以上を占めるものであ り のそれまでの 戦略的な基礎研究事業を 再編成して開始され 

業 としては。 戦略的な方針の 下に目的基 研究を推進するものと 位置づけられ、 総括 

) 。 チーム型研究       ) 、 個人型研究 は きがけ / 

研究 ) 理研究等の各研究事業； 3 らなる。 

近年。 研究開発事業の 成果がますます 厳しく問われる 方向にあ り。 特に。 イノベーションに 資するという 

視点が重視されている。 但し、 イノベ - ションを経済的価値の 創出。 あ るいは知的財産の 築 という，点に 重 

点をおいて捉えると。 基礎的研究事業の 場合にほ " このような指標のみによって 成果の評価を 行うことは適 

切で は なく。 特に成果の質を 評価するための 方法と指標の 構築が必要であ る。 

ずでは、 戦略的創造研究推進事業の 総合的評価を 海外からの有識者も 含めた評価委員会に 委ねて実施し 

たが、 そのための自己評価データの 一環として、 成果の質と価値をできるだけ 定量的に評価するための 方法 

を 考察し デ 一夕取得と解析を 行った。 本稿では。 その試みについで 報告する。 
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を図 1 に示した。 図に示した「研究成果」 

の 申で。 事業の直接の 成果を「 目 江見える 

成果」としたが、 これがいわゆる 研究の ァ 

ウトプッ 目こ ほぼ相当する。 「研究成果」 

@ こほ 更に。 人材。 技術基盤、 知的基盤など 

研究 ポ テンシヤル構築という 視点での 成 

果 があ り、 ここでは「おに 見えない成果」 

と 表記したが。 あ る意味では、 これが研究 

事業の成果として 最も重要なものであ る， 

「価値」と表記したものは、 研究成果から 

の時間的空間的広がりの 中から生まれて 
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くる。 より影響力の 大きなものであ る。 

戦略的創造研究推進事業 ( 以下、 お 究 事業と呼ぶ ) を 対象として、 科学技術的側面を 中心に。 研究 

の 成果の質と価値を 表わす方法と 指標の構築を 試みた。 本稿では特に、 論文 被 引用数ならびにアンケート 調査 

を基にした。 研究事業の質の 評価、 および日本の 科学技術をリードする 研究コミュニティー 構築への貢献の 評 

価 にっき報告する。 

研究の質を表わすために 論文検引用数が 広く用いられる。 この調査は多くの 場合、 

は 、 個別の研究者を 対象として行われるが、 我み @ 研究事業全体を 対象として行った。 

  

事業に関係する 分子生物学。 遺伝学。 生物学。 生化学、 物理学、 化学。 免疫学。 神 

経 科学。 行動学。 材料 学 、 植物学。 動物学。 薬学。 毒物学。 工学の翼分野および 全分野江おいて。 

列こ 記載された全ての 発 論文を対象として㍉ 

調査し、 その結果を主要国としての 日本、 アメリカ、 イギリス。 ドイツ、 フランスの結果と 比較して、 図 2 

に 示した。 ほぼ 2 分野でアメリカと 同等であ ることを除き、 研究事業は何れの 国も上回っており。 特に 

免疫学は他を 大きく引き離している。 更に。 工 論文当たり平均 被 副用数の 5 年間毎の経時変化を 調査したが、 

多くの分野で。 研究事業に関するこの 数字は向上し 続けており " 今後もこの 向は続くものと 期待され 

る。 

一 構築 戴 

関係するⅡ分野および 全分 

野において、 被引 

での中から日本人名の 著者を 

拾い出し。 それらの著者につ 

いて。 別途。 該当する分野の 

被引用数七位 1% の 全論文を 

検索し。 被 引用数を合計して 

総被 引用数を求めた。 このよ 

うにして得られた %  分野の 

研究事業の支援を 受けている 

か否かを調査した 例を表 l(a) 
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表 I (a) 論文総引用数ランキンバ 挽疫 分野 ) 

㎝ 主 轄 ;E 襲用 ず 0 、 C:C 輯酊 ST, ㌢ : 夢曳醸 STO 、 I ポ COR 卸   S@ : SORST@ ) 

図 3 は 、 我が国で現在、 

世界水準の研究が 活発に行 
  

ていると 評 G できる研 

究領域の第一線で 活躍して 

いる中心的な 研究者につい 

て。 様々な分野の 有識者を 

 
 

 
 

対象とした一般アンケート     
調査 ( 回答数約 46 

実施し、 そこに挙げられた 

究 者の中でのこ 

事業経験者の 割合を示した 
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事業によって 世界をリードする 究 者が育てられたのか、 あ るい は 。 研究業績の優れた 

が行われたのかについてほ、 このような総体的調査だけで は 明らかになら 

査 する必要があ る。 

て 生み出される 価 便の評価の指標として は 。 知的財産や新産業。 新製品など 

の 経済的価値の 創出にどれだ け 貢献したかという 視点だけでほなく、 世界に通用する 研究人材を生み 出し我 

の 構築に貢献したか。 科学技術の新しい 研究領域や新しい 潮流の リ 出に貢離したか。 また、 

経済的には必ずしも 計りえない社会的価値の 創出にどれだけ 貢献したか、 と L 、 うような様々な 視点があ る。 

これらの成果 は " 多く場合定性的なものであ り。 定量的に提示することは 困難であ る。 それを少しでも 定量 

化するための 手段としていわゆるアンケート 調査は有効であ ると 期 縛さ る 。 本稿では、 このような 

評価対象であ る研究者や研究内容をよく 知る研究事業関係者に 対して実施した ( 回答数 約 

- 部を表 2 に示す。 

  アンケート 議蚕こ墓 

アンケート調査項目 

  

    対 

氏り 2Za 

(  ㍉ ) (7% ㍉ ) 

@ よ ヰ 

4 

(@ % ㍉ 

五 % 33 

(@ 6%) ね 6%) 

．考察 

目的基礎研究を 推進するものと 位置づげられる で 研究事業に・ つ， @ て 、 研究成果の質。 並びに研究成果か 

ら生み出される 価値を、 科学技術的側面を 中心に、 できるだけ定量的に 評価する試みの - 端を報告した。 今 

後は、 このような目的基礎研究段階の 研究事業から 生み出された 経済的価値並びに 社会的価値を 評価する手 

法にっき、 検討していきたい。 
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